
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】スプラッシュの発生を防止して気密封止を確実

にしたシーム溶接方法を提供する。

【解決手段】本発明は、特許請求の範囲の請求項１に示

したように、矩形状とした容器本体４と金属カバー５と

からなる被溶接体３を作業台１上に配置し、前記金属カ

バーの対向辺に一対の電極ローラ２を当接して通電し、

前記容器本体に前記金属カバーを溶接するシーム溶接方

法において、前記一対の電極ローラに当接した前記被溶

接体を回転させ、前記被溶接体の全周を連続的に溶接す

る構成とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 矩 形 状 と し た 容 器 本 体 と 金 属 カ バ ー と か ら な る 被 溶 接 体 を 作 業 台 上 に 配 置 し 、 前 記 金 属
カ バ ー の 対 向 辺 に 一 対 の 電 極 ロ ー ラ を 当 接 し て 通 電 し 、 前 記 容 器 本 体 に 前 記 金 属 カ バ ー を
溶 接 す る シ ー ム 溶 接 方 法 に お い て 、 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に 当 接 し た 前 記 被 溶 接 体 を 回 転
さ せ 、 前 記 被 溶 接 体 の 全 周 を 連 続 的 に 溶 接 し た こ と を 特 徴 と す る シ ー ム 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ は 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 に 追 従 し て 、 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に お け
る 先 端 面 間 の 距 離 が 変 化 し 、 前 記 被 溶 接 体 の 金 属 カ バ ー は 前 記 金 属 ロ ー ラ の 傾 斜 面 の 同 一
外 周 線 上 領 域 に 当 接 し た 請 求 項 １ の シ ー ム 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 作 業 台 の 中 心 に は ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 一 端 が 接 続 し て 前 記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の
他 端 は シ リ ン ダ に よ っ て 上 下 に 移 動 す る と と も に 、 前 記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 外 周 に は 前
記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト を 上 下 方 向 に 自 在 に 移 動 し て 前 記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト と 一 体 的 に 回
転 す る 外 筒 が 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 は 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 す る 前 記 被 溶 接 体 の 位 置 制 御
機 構 を 備 え た 請 求 項 １ の シ ー ム 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ 用 の 保 持 体 は 、 背 板 に 設 け ら れ た 水 平 方 向 の リ ニ ア ス ラ イ ド の 各
摺 動 体 に 垂 下 方 向 に 結 合 し 、 前 記 各 摺 動 体 は 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る 前 記 一
対 の 電 極 ロ ー ラ 間 の 距 離 に 応 じ て 弾 性 的 に 移 動 す る 保 持 機 構 を 備 え た 請 求 項 １ の シ ー ム 溶
接 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ は 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 に 対 し て 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に お け る 先
端 面 の 距 離 を 一 定 と し て 、 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 と と も に 前 記 電 極 ロ ー ラ の 傾 斜 面 を 移 動 し
た 請 求 項 １ の シ ー ム 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 被 溶 接 体 は 水 晶 振 動 子 で あ る 請 求 項 １ の シ ー ム 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 被 溶 接 体 を 接 合 す る シ ー ム 溶 接 方 法 を 技 術 分 野 と し 、 特 に 被 溶 接 体 を 表 面 実 装
用 の 水 晶 デ バ イ ス と し て 一 対 の 電 極 体 を 周 回 さ せ て 溶 接 す る シ ー ム 溶 接 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ） 水 晶 デ バ イ ス 例 え ば 水 晶 振 動 子 や 水 晶 発 振 器 は 周 波 数 及 び 時 間 の 基 準 源 と
し て 各 種 の 電 子 機 器 に 内 蔵 さ れ る 。 近 年 で は 、 小 型 ・ 軽 量 で あ る こ と か ら 表 面 実 装 用 が 主
流 を な し 、 容 器 本 体 内 に 水 晶 片 等 を 収 容 し て 金 属 カ バ ー を 被 せ て 密 閉 封 入 さ れ る 。 容 器 本
体 と 金 属 カ バ ー と は 一 般 に シ ー ム 溶 接 に よ っ て 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ） 第 ４ 図 は 一 従 来 例 の シ ー ム 溶 接 方 法 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 機 の 概 略 図
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 シ ー ム 溶 接 機 は 、 概 ね 、 作 業 台 １ と 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） と か ら な る 。 作 業 台 １
は 被 溶 接 体 ３ を 図 示 し な い 治 具 に よ っ て 保 持 し て 固 定 す る 。 そ し て 、 被 溶 接 体 ３ を 一 方 向
（ 紙 面 に 垂 直 方 向 ） に 自 在 に 移 動 す る 。 被 溶 接 体 ３ は 例 え ば 平 面 視 矩 形 状 と し た 水 晶 振 動
子 ３ Ａ と し 、 図 示 し な い 水 晶 片 を 収 容 し た 凹 状 の 容 器 本 体 ４ と こ れ を 封 止 す る 金 属 カ バ ー
５ と か ら な る 。 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） は 互 い に 対 向 し て 各 中 心 軸 ６ を 有 し 、 筒 体 軸
受 ７ に 回 転 自 在 （ 回 転 フ リ ー ） に 軸 着 す る 。 筒 体 軸 受 ７ は 背 板 ８ に 設 置 さ れ た 保 持 体 ９ に
固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 こ の よ う な も の で は 、 例 え ば 第 １ と 第 ２ の シ ー ム 溶 接 機 を 準 備 す る 。 そ し て 、 先 ず 、 第
１ シ ー ム 溶 接 機 の 作 業 台 １ 上 に 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 位 置 決 め す る 。 こ の 場 合 、 一 対 の 金 属 回
転 体 ２ （ ａ ｂ ） は 水 晶 振 動 子 ３ Ａ に お け る 金 属 カ バ ー ５ の 一 組 の 対 向 辺 の 間 隔 に ほ ぼ 一 致
し た 間 隔 に 設 定 さ れ る 。 次 に 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 一 方 向 に 移 動 さ せ て 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ
２ （ ａ ｂ ） に 金 属 カ バ ー ５ の 一 組 の 対 向 辺 を 当 接 し て 押 圧 し な が ら 進 行 す る 。 一 対 の 電 極
ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） に は 図 示 し な い 電 源 か ら の 電 圧 を 印 加 し 、 金 属 カ バ ー ５ を 経 て 電 極 ロ ー
ラ ２ （ ａ ｂ ） 間 を 通 電 す る 。 こ れ に よ り 、 金 属 カ バ ー ５ に ジ ュ ー ル 熱 を 発 生 さ せ 、 容 器 本
体 ４ と の 間 の 例 え ば 銀 ロ ウ を 溶 融 し て 、 容 器 本 体 ４ 上 に 金 属 カ バ ー ５ の 一 組 の 対 向 辺 を 接
合 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 水 晶 振 動 子 を 第 ２ シ ー ム 溶 接 機 の 作 業 台 １ 上 に 図 示 し な い 機 構 に よ っ て 移 載 し て
位 置 決 め す る 。 そ し て 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ （ 金 属 カ バ ー ５ ） の 未 溶 接 で あ る 他 組 の 対 向 辺 に
一 対 の 金 属 ロ ー ラ を 当 接 押 圧 し て 前 述 と 同 様 に 銀 ロ ウ を 溶 融 し て 接 合 す る 。 な お 、 第 １ 及
び 第 ２ シ － ム 溶 接 機 を 使 用 す る 例 を 示 し た が 、 近 年 で は 例 え ば 第 １ シ ー ム 溶 接 機 に て 、 金
属 カ バ ー ５ の 一 組 の 対 向 辺 を 溶 接 し た 後 、 水 晶 振 動 子 を ９ ０ 度 回 転 し て 他 組 の 対 向 辺 を 接
合 す る も の も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ） し か し な が ら 、 上 記 構 成 の シ ー ム 溶 接 機 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ シ ー ム
溶 接 機 を 用 い て 全 周 を 溶 接 す る 場 合 で も 、 第 １ シ ー ム 溶 接 機 の み で 全 周 を 溶 接 す る 場 合 で
も 、 い ず れ に し て も 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ （ 金 属 カ バ ー ５ ） の 一 組 の 対 向 辺 を 接 合 し た 後 、 他
組 の 対 向 辺 を 接 合 す る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 場 合 で は 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ に お け る ４ 隅 部
に 対 す る 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 当 接 次 第 で 、 ス プ ラ ッ シ ュ （ 金 属 屑 の 発 生 ） を 生 じ た り
、 気 密 不 良 と し た り し 、 シ ー ム 溶 接 の 制 御 を 困 難 に す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 金 属 カ バ ー の 一 組 の 対 向 辺 及 び 他 組 の 対 向 辺 の そ れ ぞ れ 一 端 側 か ら 金 属 ロ ー
ラ を 当 接 し て 他 端 側 ま で 溶 接 し た 場 合 は 、 各 ４ 隅 部 は オ ー バ ー ラ ッ プ し て 溶 接 さ れ る 。 し
た が っ て 、 こ の 場 合 は 銀 ロ ウ が 必 要 以 上 に 溶 融 し て ス プ ラ ッ シ ュ を 生 じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 各 組 の 対 向 辺 の そ れ ぞ れ 一 端 側 か ら 一 定 の 距 離 を お い て 金 属 ロ ー ラ を 当 接 し
て 他 端 側 ま で 溶 接 し た 場 合 は 、 銀 ロ ウ が 必 要 な ま で に 溶 融 せ ず に 未 溶 接 部 を 生 じ る 。 し た
が っ て 、 こ の 場 合 は 気 密 不 良 を 生 じ や す い 。 特 に 、 被 溶 接 体 を 水 晶 振 動 子 と し た 場 合 に は
、 水 晶 片 に 対 す る 異 物 の 付 着 や 、 周 波 数 変 化 を 引 き 起 こ し 、 こ れ ら の 不 具 合 は 致 命 的 な 問
題 と な る 。 そ し て 、 い ず れ に し て も 、 シ ー ム 溶 接 の 制 御 を 困 難 に す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 発 明 の 目 的 ） 本 発 明 は ス プ ラ ッ シ ュ の 発 生 を 防 止 し て 気 密 封 止 を 確 実 に し た シ ー ム 溶 接
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ に 示 し た よ う に 、 矩 形 状 と し た 容 器 本 体 と 金 属 カ
バ ー と か ら な る 被 溶 接 体 を 作 業 台 上 に 配 置 し 、 前 記 金 属 カ バ ー の 対 向 辺 に 一 対 の 電 極 ロ ー
ラ を 当 接 し て 通 電 し 、 前 記 容 器 本 体 に 前 記 金 属 カ バ ー を 溶 接 す る シ ー ム 溶 接 方 法 に お い て
、 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に 当 接 し た 前 記 被 溶 接 体 を 回 転 さ せ 、 前 記 被 溶 接 体 の 全 周 を 連 続
的 に 溶 接 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 （ 方 法 ） で あ れ ば 、 被 溶 接 体 を 回 転 し て 連 続 的 に 溶 接 す る の で 、 二 組 の
対 向 辺 を 別 個 に 溶 接 す る 必 要 が な く 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ で 全 周 を 一 度 に 溶 接 で き る 。 し た
が っ て 、 特 に 被 溶 接 体 の ４ 隅 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ し て 溶 接 す る こ と が な い の で 、 ス プ ラ ッ
シ ュ の 発 生 を 防 止 で き る 。 ま た 、 被 溶 接 体 の 全 周 を 連 続 的 に 溶 接 す る の で 、 特 に ４ 角 部 で
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の 未 溶 接 部 が な く な り 、 気 密 封 止 を 確 実 に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 示 し た よ う に 、 請 求 項 １ で の 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ は 前 記 被 溶 接 体
の 回 転 に 追 従 し て 、 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に お け る 先 端 面 間 の 距 離 が 変 化 し 、 前 記 被 溶 接
体 の 金 属 カ バ ー は 前 記 金 属 ロ ー ラ の 傾 斜 面 の 同 一 外 周 線 上 領 域 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 被 溶 接 体 の 回 転 に よ っ て 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ の 中 心 線 上 に お け る 対 向 辺 間
の 距 離 が 変 化 し て も 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に お け る 先 端 面 間 の 距 離 が 変 化 す る 。 し た が っ て
、 被 溶 接 体 の 回 転 を 妨 げ る こ と な く 、 被 溶 接 体 の 回 転 を ス ム ー ズ に す る 。 ま た 、 金 属 カ バ
ー は 金 属 ロ ー ラ の 傾 斜 面 の 同 一 外 周 線 上 領 域 に 当 接 し て 回 転 す る の で 、 金 属 カ バ ー に 対 す
る 押 圧 力 を 一 定 に す る 。 し た が っ て 、 全 周 に わ た っ て 均 一 な シ ー ム 溶 接 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 請 求 項 ３ で は 、 請 求 項 １ で の 前 記 作 業 台 の 中 心 に は ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 一 端 が 接 続
し て 前 記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 他 端 は シ リ ン ダ に よ っ て 上 下 に 移 動 す る と と も に 、 前 記 ス
プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 外 周 に は 前 記 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト を 上 下 方 向 に 自 在 に 移 動 し て 前 記 ス
プ ラ イ ン シ ャ フ ト と 一 体 的 に 回 転 す る 外 筒 が 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 は 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回
転 す る 前 記 被 溶 接 体 の 位 置 制 御 機 構 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で は 、 外 筒 を 有 す る ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト を 使 用 す る の で 、 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト の 上
下 方 向 の 移 動 及 び 外 筒 と の 一 体 的 な 回 転 を 容 易 に す る 。 し た が っ て 、 作 業 台 の 上 下 方 向 の
移 動 及 び 回 転 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 １ で の 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ 用 の 保 持 体 は 、 背 板 に 設 け ら れ た
水 平 方 向 の リ ニ ア ス ラ イ ド の 各 摺 動 体 に 垂 下 方 向 に 結 合 し 、 前 記 各 摺 動 体 は 前 記 被 溶 接 体
の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ 間 の 距 離 に 応 じ て 弾 性 的 に 移 動 す る 保 持 機
構 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で は 、 リ ニ ア ス ラ イ ド の 摺 動 体 に よ っ て 、 電 極 ロ ー ラ 用 の 保 持 体 を 弾 性 的 に 移 動 す
る の で 、 被 溶 接 体 の 回 転 に 伴 う 一 対 の 電 極 ロ ー ラ 間 の 距 離 の 変 化 に 対 応 で き る 。 特 に 、 被
溶 接 体 の 金 属 カ バ ー は 金 属 ロ ー ラ の 傾 斜 面 の 同 一 外 周 線 上 領 域 に 当 接 し て 回 転 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 同 請 求 項 ５ で は 、 請 求 項 １ で の 前 記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ は 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 に 対 し て 前
記 一 対 の 電 極 ロ ー ラ に お け る 先 端 面 の 距 離 を 一 定 と し て 、 前 記 被 溶 接 体 の 回 転 と と も に 前
記 電 極 ロ ー ラ の 傾 斜 面 を 移 動 す る 。 こ の 場 合 で も 、 金 属 カ バ ー の 全 周 を 連 続 的 に 溶 接 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 同 請 求 項 ６ で は 、 請 求 項 １ の 前 記 被 溶 接 体 は 水 晶 振 動 子 と す る の で 、 本 発 明 に よ る 効 果
を 特 に 享 受 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 方 法 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 機 の 概 略 構
成 図 （ 正 面 図 ） で あ る 。 な お 、 前 従 来 例 と 同 一 部 分 の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ー ム 溶 接 機 は 、 被 溶 接 体 （ 水 晶 振 動 子 ３ Ａ ） の 位 置 制 御 機 構 １ ０ と 、 一 対 の 電 極 ロ ー
ラ ２ （ ａ ｂ ） の 保 持 機 構 １ １ と か ら な る 。 位 置 制 御 機 構 １ ０ は 、 概 ね 、 回 転 板 １ ２ 、 ス プ
ラ イ ン シ ャ フ ト １ ３ 、 外 筒 １ ４ 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト １ ５ 、 モ ー タ １ ６ 及 び シ リ ン ダ １ ７ を
備 え る 。 そ し て 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 保 持 （ 固 定 ） さ れ る 作 業 台 １ を 回 転 す る と と も に 上 下
（ 垂 直 ） 方 向 に 移 動 す る 。 保 持 機 構 １ １ は 、 概 ね 、 背 板 に 設 け ら れ た 水 平 方 向 の リ ニ ア ス
ラ イ ド １ ８ 、 摺 動 体 １ ９ 、 押 さ え 弾 性 具 ２ ０ を 備 え る 。 そ し て 、 摺 動 体 １ ９ が 一 対 の 電 極
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ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 先 端 面 間 の 距 離 （ 間 隔 ） に し た が っ て 弾 性 的 に 左 右 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 位 置 制 御 機 構 １ ０ の 回 転 板 １ ２ に は 作 業 台 １ が 固 定 さ れ 、 中 心 に は ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト
１ ３ の 一 端 側 が 接 続 す る 。 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト １ ３ の 外 周 に は 図 示 し な い ベ ア リ ン グ を 介
在 し て 突 起 等 に よ っ て 結 合 し た 外 筒 １ ４ が 設 け ら れ る 。 外 筒 １ ４ は 図 示 し な い 固 定 部 材 に
固 定 さ れ た 回 転 軸 受 ２ ０ に 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト １ ３ は 上 下 方 向 に
は 自 在 に 移 動 し 、 外 筒 １ ４ の 回 転 と と も に 一 体 的 に 回 転 す る 。 外 筒 １ ４ は タ イ ミ ン グ ベ ル
ト １ ５ に よ っ て 、 駆 動 モ ー タ １ ６ と プ ー リ ー 結 合 す る 。 そ し て 、 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト １ ３
の 他 端 側 は 例 え ば 油 圧 に よ る シ リ ン ダ １ ７ の 可 動 棒 １ ７ ａ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 保 持 機 構 １ １ の リ ニ ア ス ラ イ ド １ ８ は 背 板 ８ に 設 け ら れ 、 一 対 の 摺 動 体 １ ９ が 移 動 自 在
に 接 続 （ 掴 持 ） さ れ る 。 一 対 の 摺 動 体 １ ９ と 背 板 ８ の 両 端 側 の 突 堤 ２ １ と の 間 に は 押 さ え
弾 性 具 ２ ０ が 接 続 す る 。 そ し て 、 一 対 の 摺 動 体 １ ９ の 移 動 を 弾 性 的 に 制 限 す る 。 各 摺 動 体
１ ９ に は 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） 用 の 保 持 体 ９ が 接 続 す る 。 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （
ａ ｂ ） の 先 端 面 の 離 間 距 離 は 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 金 属 カ バ ー ５ の 幅 （ 短 手 ） 方 向 の 長 さ よ
り も 小 さ く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な も の で は 、 先 ず 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 作 業 台 １ 上 に 位 置 決 め し て 固 定 し 、 シ リ
ン ダ １ ７ に よ っ て 作 業 台 １ を 上 昇 さ せ る 。 そ し て 、 金 属 カ バ ー ５ の 一 組 の 対 向 辺 を 、 一 対
の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 傾 斜 面 に 押 し 当 て て 当 接 さ せ る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 第 ２ 図 （ ａ
） に 示 し た よ う に 、 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 中 心 線 （ 基 準 線 ） Ａ － Ａ 上 に 、 金 属 カ
バ ー ５ に お け る 幅 方 向 の 一 組 の 対 向 辺 の 各 中 心 が 一 致 し て 位 置 決 め さ れ る 。 次 に 、 一 対 の
電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） 間 を 通 電 す る と 同 時 に 、 駆 動 モ ー タ １ ６ を 作 動 し て 作 業 台 １ と と も
に 水 晶 振 動 子 を 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 場 合 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 位 置 決 （ 初 期 ） 時 に は 、 基 準 線 Ａ － Ａ 上 で の 一 組 の 対 向 辺
間 の 距 離 は 最 短 と な る 「 前 第 ２ 図 （ ａ ） 」 。 そ し て 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 回 転 と と も に 基 準
線 Ａ － Ａ 上 で の 一 組 の 対 向 辺 間 の 距 離 は 順 次 に 長 く な り 、 一 組 の 対 角 部 が 各 金 属 ロ ー ラ ２
（ ａ ｂ ） に 当 接 し た 時 点 で 最 長 と な る 「 同 図 （ ｂ ） 」 。 そ し て 、 一 組 の 対 角 部 以 降 で は 順
次 に 短 く な り 、 他 組 の 対 向 辺 の 各 中 心 で 金 属 カ バ ー ５ の 長 さ に な る 「 同 図 （ ｃ ） 」 。 次 に
、 他 組 の 対 角 部 が 当 接 す る と 、 再 び 最 長 に な る 。 そ し て 、 順 次 に 短 く な り 、 １ ８ ０ 度 回 転
し て 初 期 時 （ 最 短 ） に 戻 る 。 要 す る に 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 回 転 と と も に 基 準 線 Ａ － Ａ 上 で
の 対 向 辺 の 間 隔 は 、 最 短 （ 幅 方 向 間 ） か ら 最 長 （ 対 角 部 間 ） ま で 順 次 （ 連 続 的 ） に 変 化 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 先 端 面 の 間 隔 は 、 保 持 機 構 １ １ の リ ニ ア ス ラ イ ド
１ ８ に 設 け ら れ た 押 さ え 弾 性 具 ２ ０ の 弾 性 作 用 に よ っ て 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 基 準 線 Ａ － Ａ
上 で の 対 向 辺 の 間 隔 に 追 従 し て 変 化 す る 。 こ の 場 合 、 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 間 隔
が 変 化 す る こ と に よ り 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 金 属 カ バ ー ５ は 各 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 傾 斜
面 の 同 一 外 周 線 上 領 域 に 当 接 す る 。 そ の 結 果 、 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） が 、 金 属 カ バ
ー ５ の 全 周 に 対 し て ほ ぼ 同 等 の 押 圧 力 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら の こ と か ら 、 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） を 金 属 カ バ ー ５ に 同 等 の 押 圧 力 で 当 接
し た 状 態 で 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 半 回 転 さ せ て 全 周 を 均 一 に シ ー ム 溶 接 す る 。 そ し て 、 水 晶
振 動 子 ３ Ａ （ 金 属 カ バ ー ５ ） が 回 転 に よ っ て 初 期 位 置 に 戻 っ た 時 点 で 、 例 え ば 駆 動 モ ー タ
１ ６ の 回 転 及 び 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） 間 の 通 電 を 停 止 す る 。 次 に 、 シ リ ン ダ １ ７ に
よ っ て 作 業 台 １ を 下 降 さ せ 、 シ ー ム 溶 接 後 の 水 晶 振 動 子 を 作 業 台 １ か ら 除 去 し て 、 次 の 水
晶 振 動 子 ３ Ａ を 作 業 台 １ 上 に 固 定 す る 。 そ し て 、 同 様 に し て シ リ ン ダ １ ７ で 作 業 台 １ を 上
昇 さ せ て シ ー ム 溶 接 し 、 以 下 こ れ ら を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 前 述 の よ う に 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 半 回 転 さ せ 、 金 属 カ バ ー ５ の
全 周 を 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） に 当 接 （ 押 圧 ） し て 、 連 続 的 に シ ー ム 溶 接 で き る 。 し
た が っ て 、 特 に 、 金 属 カ バ ー ５ の ４ 隅 部 （ ４ 角 部 ） を オ ー バ ー ラ ッ プ し て 溶 接 す る こ と が
な い の で 、 ス プ ラ ッ シ ュ の 発 生 を 防 止 で き る 。 ま た 、 金 属 カ バ ー ５ の 特 に ４ 角 部 を 連 続 的
に 余 す こ と な く 溶 接 す る の で 、 気 密 封 止 を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 他 の 事 項 ） 上 記 実 施 例 で は 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 位 置 決 め 時 の 初 期 位 置 は 幅 方 向 の 一 組
の 対 向 辺 の 各 中 心 が 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 基 準 線 Ａ － Ａ 上 と し た が 、 例 え ば 長 さ
方 向 の 他 組 の 対 向 辺 の 中 心 で も 、 さ ら に は 一 組 又 は 他 組 の 対 向 辺 の い ず れ で も よ く 、 基 本
的 に は 任 意 の 位 置 に 設 定 で き る 。 但 し 、 一 組 又 は 他 組 の 対 向 辺 の 各 中 心 と し た 方 が 基 準 線
Ａ － Ａ に 対 し て 直 交 す る の で 、 例 え ば 水 晶 振 動 子 が の 配 置 精 度 を 高 め て 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 保 持 機 構 １ １ に よ っ て 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ ｂ ） の 間 隔 を 変 化 さ せ た が 、 例 え
ば 位 置 制 御 機 構 １ ０ 等 に 上 下 方 向 に 伸 縮 す る 弾 性 機 構 を 付 加 し て 一 対 の 電 極 ロ ー ラ ２ （ ａ
ｂ ） の 先 端 面 の 間 隔 を 一 定 と し て も よ い （ 請 求 項 ５ ） 。 す な わ ち 、 例 え ば 第 ３ 図 （ ａ ｂ ）
に 示 し た よ う に 水 晶 振 動 子 ３ Ａ の 回 転 に よ っ て 変 化 す る 、 基 準 線 Ａ － Ａ 上 で の 金 属 カ バ ー
５ の 対 向 辺 間 の 距 離 に 応 じ て 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 上 下 に 移 動 し 、 一 対 の 金 属 ロ ー ラ ２ （ ａ
ｂ ） の 傾 斜 面 に 当 接 （ 押 圧 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 位 置 制 御 機 構 １ ０ は シ リ ン ダ １ ７ 等 を 用 い て 上 下 方 向 に 作 業 台 １ を 移 動 し た が 、
図 示 し な い 機 構 に よ っ て 水 平 方 向 に 回 転 さ せ て も よ い 。 さ ら に 、 水 晶 振 動 子 ３ Ａ （ 被 溶 接
体 ） の 固 定 さ れ た 作 業 台 １ を 回 転 し た が 、 作 業 台 １ 上 に 配 置 さ れ た 水 晶 振 動 子 ３ Ａ を 例 え
ば 作 業 台 １ 上 に 設 け た モ ー タ １ ６ に よ っ て 回 転 さ せ て も よ く 、 本 発 明 の シ ー ム 溶 接 方 法 を
採 用 す る に 際 し て は 種 々 の 変 形 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 方 法 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 機 の
概 略 構 成 図 （ 正 面 図 ） で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る 一 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ 図 は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 一 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 を 説 明 す る シ ー ム 溶 接 機 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ 　 作 業 台 、 ２ 　 電 極 ロ ー ラ 、 ３ 　 被 溶 接 体 　 ３ Ａ 　 水 晶 振 動 子 、 ４ 　 容 器 本 体 、 ５ 　
金 属 カ バ ー 、 ６ 　 中 心 軸 、 ７ 　 筒 体 軸 受 、 ８ 　 背 板 、 ９ 　 保 持 体 、 １ ０ 　 位 置 決 め 制 御 機
構 、 １ １ 　 保 持 機 構 、 １ ２ 　 回 転 板 、 １ ３ 　 ス プ ラ イ ン シ ャ フ ト 、 １ ４ 　 外 筒 、 １ ５ 　 タ
イ ミ ン グ ベ ル ト 、 １ ６ 　 モ ー タ 、 １ ７ 　 シ リ ン ダ 、 １ ７ ａ 　 可 動 棒 、 １ ８ 　 リ ニ ア ス ラ イ
ド 、 １ ９ 　 摺 動 体 、 ２ ０ 　 回 転 軸 受 、 ２ １ 　 押 さ え 弾 性 具 。
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